
学生団体VONS フードドネーション

VONS 

沖縄次世代に繋ぐ学生ボランティア



学生団体VONSとは？？

• Volunteer by Okinawa Next generation and Students

• ショッピングセンターなどから場所をかりて生活困窮者のために食糧寄付

を募る、‘フードドネーション’を企画

•高校生を対象に学生ボランティアを毎活動募集

•去年の５月から今までに計８回のMUGムグフードプロジェクトを行ってきた

（那覇イオン、ライカム、名護イオン、南風原イオン、那覇メインプレイス、なは市民協働プラザ）



VONS立ち上げの経緯

• 留学先のアメリカで同い年の高校生たちが積極的にフードドネーションをやっている

のを何度も目にした。

高校生が食料を募る → 教会へ贈呈 → 困窮者への炊き出し、分配

☆きっかけ

留学からの帰国後すぐ、コロナにより生活が困窮している沖縄の世帯がいること、小

学校が休校になった事で毎日給食で乗り切っていた子供たちが余りものを貰えないかと

パン屋の裏で待ち続けていたという話を聞いた。

帰国後の自分でも何か力になれる事 → 現地で見ていたフードドネーション！！

・初回のフードドネーションの企画と共にVONSの立ち上げ



①寄付者から食糧品を受取る ②受け取った食糧品のパッケージを
アルコールで消毒

③食糧品を種類別で仕分け、
個数を数える

④寄贈先へ食糧品を贈呈



フードドネーションにおけるVONSの役割

食糧寄付者
福祉団体、困窮者救済団体

VONSの
フードドネーション活動

☆VONSはあくまでも寄付者と食糧品の再分配を専門的に行う
団体（社協やセカンドハーベスト等）との仲介役！！！



コロナ禍の活動の苦労

•コロナ禍で困窮世帯が増えている今だからこそフードド

ネーションで募った食糧品を福祉団体に贈呈し、少しで

も困窮者の力になりたいが、緊急事態宣言や社会的な風

潮でやりにくい部分がある。

•生命活動に欠かせない「食」で困窮している人々

のためにフードドネーション活動を行うことは、

はたして不要不急の活動なのだろうか。

コロナ禍で活動する
ってどうなの？



困窮世帯の正確な数字などを積極的に開示してほしい！！

そもそも、沖縄にはどのくらいの
困窮世帯がいるの？？

友人
困窮している方は多くいる。

でも行政が出している正確な数字は
わからない。。。。

私

確かな情報がなくて
答えることができなかった。。。



困窮世帯の正確な数字などを積極的に開示してほしい！！

そもそも、沖縄にはどのくらいの
困窮世帯がいるの？？

友人
困窮している方は多くいる。
でも行政が出している正確な数字

は
わからない。。。。私

確かな情報がなくて
答えることができなかった。。。

オープンデータのより一層の推進を
求めます！！！

→正確かつ具体的な数字が目に見えるようになる

→必要な数がわかり、
多くの寄付につなげることができる！

→個人情報の問題もあるので、
市民のニーズとオープンにできる情報のすり合わせが必要！！



入口支援・出口支援・困窮者をつな
ぐマッチングアプリ構想



入口支援・出口支援・困窮者の３者がつながれるものとする！

出口支援
例）社協、セカンドハ
ーベスト、個人

入口支援
例）VONS、市民団体

企業、個人

困窮者
食糧支援を

必要とする世帯、個人



入口支援・出口支援・困窮者の３者がつながれるものとする！

出口支援
例）社協、セカンドハ
ーベスト、個人

入口支援
例）VONS、市民団体

企業、個人

困窮者
食糧支援を

必要とする世帯、個人

☆行政と支援団体が協働で構築☆

・入口、出口、困窮者の
繋がりをサポート

↓

現状把握を基に
政策に活かすことができる



入口支援と出口支援と困窮者をつなげるメリット♪

入口支援

出口支援

困窮者

・SOSが出しやすく受け取りやすい体制に
＝困窮者の精神的負担の軽減

・食糧支援が確実にできる

・行政と困窮者を繋げられる

・困窮者に支援が届く！！！
→出口支援の支援

入口支援と困窮者は

プライバシーの観点から直接つ
ながることはしない。



２０２１年 ２月１７日
那覇市情報政策課との意見交換にて

マッチングアプリの構想
素晴らしい！！

那覇市もオープンデータ
推進中！！！



情報公開からオープンデータへ



どんなにいいアプリを作っても
皆に知られなかったら
使ってもらえないのでは？

まずは、既存のアプリを
活用してみては！？

２０２１年 ２月１９日
沖縄ITイノベーション戦略センター 浦崎さんとの意見交換にて



たくさんの人に活用してもらうために・・・・

既存のアプリを使ったネットワークの構築！！！
→LINEのオープンチャットを活用し、匿名でのネットワークサービスをつくる



たくさんの人に活用してもらうために・・・・

既存のアプリを使ったネットワークの構築！！！
→LINEのオープンチャットを活用し、匿名でのネットワークサービスをつくる

①オープンチャット内には
困窮者、支援団体、自治体

職員が参加する

③匿名での発言が可能

＝困窮者のプライバシー
が守られる

②誰でも気軽に発言可能
→自治体、支援団体は

困窮者の生の声、状況など
を把握できる

④マッチングアプリが完成した
らそちらに移行する



オープンチャットをすぐに作れ
た！！ 皆がいつも使ってい

るアプリだからみん
な気軽に参加できそ

う！！

入口支援
例）VONS、市
民団体
企業、個人

出口支援
例）社協、セカンド
ハーベスト、個人

困窮者
食糧支援を

必要とする世帯、
個人



オンラインを活用した食糧支援の
プラットフォーム（HP）も併せて開設！！

・支援団体の活動の見える化
・ボランティアをやりたい人を繋げる
・食糧支援の情報を共有

（保護管理課と調整中）
・フードロスの削減にもつながる

（廃棄物対策課と調整中）



HPの構想



既存のシステムと組み合わせる

なは市民活動
支援センターHP

まちづくり
協働推進課
Instagram、FB



今後の活動と高校生からの視点

GOAL!!!

沖縄に
フードドネーションの文化を浸透させる！！！！



•今後のvision:

・高校生だけでなく、小中学生もボランティアに巻き込んで活動を展開

→学生の社会への関心を刺激

・より多くの人々から食糧寄付がいただけるように

‘MUGムグフードプロジェクト’の知名度を上げる



Thank you for listening♪


